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１．はじめに 

 東海道線茅ヶ崎駅の改良工事は、茅ヶ崎駅熱海方の線路上空に人工地盤を構築し、駅ビルの増築及び駅施設

の改良を行うものである。人工地盤の構築に伴い、計 24本の杭は平成 26年 11月に施工完了、その後人工地

盤の鉄骨建方も平成 27年 6月に完了し、平成 27年 11月に全工事が完了している。本稿では、軌道近接での

杭施工に伴い発生した課題とその対応、また各箇所の施工条件を踏まえた杭全体の施工計画について報告する。 

 

２．概要  

 茅ヶ崎駅の概略平面図を図 1に示す。本工事では、東海

道旅客上下線、東海道貨物上下線、東海道貨物上り 1 番線、

相模 2 番線の計 6 線の線路上空に人工地盤を構築する。そ

のため、人工地盤の杭は全て線路近傍であるという点では

同様だが、それぞれ線間・線路脇・ホーム部・作業ヤード

内といった位置の違いや作業間合いの違いがあることか

ら、線路閉鎖やき電停止の有無、また昼間作業・夜間作業

といった施工条件を整理し、施工計画を検討する必要があ

った。また、杭の施工に際し、杭の施工中に発現した地中

障害物に対する検討や、夜間の線路閉鎖間合いが短い貨物

線に近接する箇所の間合い拡大の検討を行った。 

 

３．杭の施工計画 

 当初、本工事における杭は全て TBH 工で計画していた。杭の断面図を

図 2 に示す。地下水位が GL-3.7m 付近ということから、深礎工により口

元管を GL-3.5m まで施工し、その後 GL11.0m までを TBH 工で掘削する。 

３－１．地中障害物に対する検討 

  全 24 本の杭のうち、相模 2 番線脇の杭 5 本については、場所打ち杭の

施工に先立つ深礎工での口元管の施工中に、地中障害物（アースアンカー）

が発現した。ＴＢＨ工ではビットが絡まる危険性があることから、当該 5

箇所については施工計画の変更を検討した。 

A) 地中障害物の撤去のみ深礎工で行い撤去完了後からＴＢＨ工 

B) 地中障害物の撤去及び場所打ち杭の施工を全て深礎工 

という２案のうち、薬液注入、深礎、ＴＢＨと段取り換えの回数が多くなることや、さらなる地中障害物への

リスクがあることから、B 案を採用した。また、深礎工にて施工を行うことから、止水目的の補助工法として

の薬液注入工法を検討した。軌道への影響、施工性、また工事ヤードを考慮したプラント設備等の規模の 3

点に着目して、表 1のように薬液注入工法の比較を行い、二重管ストレーナ複相を選定した。 
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図 2 場所打ち杭断面図 
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図３ 杭の位置図 

図４ 完成写真 

 さらに、支障物発現に伴う工期短縮のため、相模２番線近

接箇所の施工間合い拡大を検討した。相模２番線に近接する

箇所については、相模線の発着位置から外れているが、線路

閉鎖を行うと場内信号が赤を現示し、発着できなくなる。そ

こで、線路閉鎖を伴わない施工計画を検討した。着目したの

は相模２番線の通過列車は１日１本という点である。まず、

通過列車が予定通りであるということを確認するため、駅へ

相模２番線のダイヤ確認を行い、現地で列車の通過確認を行

うこととした。また、薬液注入の施工前に線路内での軌道

計測が必要なことから線路閉鎖を伴う施工計画としていた

が、対岸のホーム上から光波により軌道計測をすることで

線路閉鎖着手前から施工可能とした。これらにより、約３

時間から約７時間の施工間合いに拡大することができた。

さらに万が一の列車通過に備え、軌道の管理値を通常より

も厳しい値とすることで列車の安全を確保する計画とした。 

３－２．東海道貨物線近接箇所の間合い拡大に関する検討 

東海道貨物線は旅客線と異なり、夜間の線路閉鎖間合い

が短い(約 2 時間)ため、東海道貨物線近接箇所については、

口元管や分割施工となる鉄筋籠の施工を考え、間合い拡大

を検討した。間合いの短い夜間ではなく、昼間線路閉鎖へ

変更することで約 5 時間の作業間合いを確保可能となった。

この変更に際し、安全対策として線路閉鎖解除前までに軌道

計測を実施し、軌道への影響を確認すること、また貨物線

はダイヤの変更が生じやすいことを考慮し、施工日の朝に

ダイヤの確認を行うことを徹底した。 

３－３．施工条件の整理 

施工方法や施工条件を図 3、表 2に整理した。地中障害物

や間合い拡大などの各箇所の課題に対する検討のほか、軌

道との位置関係や作業スペース、施工間合いなど各箇所の

施工条件を整理し、施工を行った。 

 

４．おわりに 

 本稿は茅ヶ崎駅改良工事における人工地盤の杭の施工計

画について報告した。列車の安全・安定輸送の確保を前提と

して、作業条件に応じた適切な施工計画の策定や、施工進捗

に伴い発生した課題に対して複数の対策案から最適な施工

方法の選定ができたと考えている。最後に、本工事は複数の

線区の線路上空に人口地盤を構築するという難工事であっ

たが、現在では無事工事が完了(図 4)しており、平成 27 年

11 月 20 日に新駅ビルが開業することができたことに、工事

に関係した全ての方に感謝申し上げたい。 

表１ 薬液注入工法の比較 

表２ 施工条件の整理 

工法 超多点注入工法 二重管ダブルパッカー 二重管ストレーナ複相

・浸透注入
・削孔と注入の作業が分離
　できる

・削孔及び薬液注入が一連
の流れでの施工のため施工
時間が短い

・軌道への影響が極めて
　少ない

・軌道への影響が少ない ・重機が小型

・施工実績が多い

・システム設備、プラントが
　大きい
・他の工法と比べ施工
　時間大

施工性
プラント設備等が大きくな
りヤード内で人工地盤の
鉄骨搬入に支障

施工箇所が狭隘なため、重
機の段取り替え、複数台で
の同時施工が困難

重機が小型であるため複数
台での施工が可能

施工費 ▲ ○ ◎

判定 ▲ ○ ◎

軌道への影響は少ないが、
他の工法と比べるとやや劣
る

長所

短所 重機が大型

作業ヤード内（●） 線間（■） 線間（◆） 相模2番線脇（▲）

8本 7本 4本 5本

・施工ヤード内

・施工重機が建築
　限界に近接
・施工箇所が狭隘
・ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ設置前
　に先行施工
・鉄筋籠を分割

・施工重機が建築
　限界に近接
・施工箇所が狭隘

・施工重機が建築
　限界に近接

TBH工 TBH工 TBH工 深礎工

掘削時 線路閉鎖不要 線路閉鎖 線路閉鎖 線路閉鎖不要

鉄筋籠
建込時

線路閉鎖不要 線路閉鎖 き電停止 き電停止

コンクリート
打設時

線路閉鎖不要 線路閉鎖不要 線路閉鎖不要 線路閉鎖不要

杭本数

施工箇所

施
工
条
件

施工方法

条件
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